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は
じ
め
に

水
本　

和
実

　

本
書
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が
二
〇
一
六
年
十
月
か
ら
二
〇
一
七
年
七
月
に
か
け
て
主
催
し
た
、
戦
争

の
非
人
道
性
や
戦
後
処
理
に
関
す
る
連
続
市
民
講
座
お
よ
び
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
も
と
に
、
市
民

向
け
の
分
か
り
や
す
い
概
説
書
を
め
ざ
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

対
象
に
な
っ
た
の
は
次
の
連
続
市
民
講
座
（
①
、
③
）
お
よ
び
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
②
）
で
あ
る
。

①
連
続
市
民
講
座
（
二
〇
一
六
年
度
後
期
）「
戦
争
の
非
人
道
性
を
裁
く
」

《
日
程
》
十
月
一
二
日
、
一
九
日
、
二
六
日
、
十
一
月
二
日
、
九
日

《
会
場
》
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

《
講
義
内
容
》（
回
数
・
講
師
・
テ
ー
マ
。
肩
書
は
当
時
）



ii

（
１
）　

吉
川
元
・
広
島
平
和
研
究
所
長
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
起
草
過
程
に
み
る
虚
と
実
―
―『
人
道
に
対
す
る
罪
』
の
裁
き
の

限
界
」

（
２
）　

福
井
康
人
・
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
「
国
際
刑
事
法
の
発
展
の
歴
史
」

（
３
）　

小
池
政
行
・
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
教
授
「
通
常
兵
器
に
お
け
る
非
人
道
性
と
国
際
人
道
法
の
限
界
」

（
４
）　

真
山
全
・
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
授
「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
戦
争
犯
罪
の
処
罰
―
―
核
兵
器

使
用
に
つ
い
て
」

（
５
）　

水
本
和
実
・
広
島
平
和
研
究
所
副
所
長
「
被
爆
体
験
の
非
人
道
性
と
戦
争
の
非
人
道
性
」

②
Ｈ
Ｐ
Ｉ
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

《
日
程
》
二
〇
一
六
年
十
月
六
日

《
会
場
》
広
島
市
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

《
講
師
》
川
田
稔
・
日
本
福
祉
大
学
子
ど
も
発
達
学
部
教
授

《
テ
ー
マ
》「
満
州
事
変
と
『
一
夕
会
』―
―
陸
軍
エ
リ
ー
ト
集
団
の
戦
争
シ
ナ
リ
オ
と
は
」

③
連
続
市
民
講
座
（
二
〇
一
七
年
度
前
期
）「
戦
後
処
理
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

《
日
程
》
六
月
二
八
日
、
七
月
五
日
、
一
二
日
、
一
九
日
、
二
六
日

《
会
場
》
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

《
講
義
内
容
》（
回
数
・
講
師
・
テ
ー
マ
。
肩
書
は
当
時
）

（
１
）　

直
野
章
子
・
広
島
平
和
研
究
所
教
授
「
戦
争
被
害
受
忍
論
と
戦
後
補
償
制
度
」

（
２
）　

東
郷
和
彦
・
京
都
産
業
大
学
教
授
／
世
界
問
題
研
究
所
長
「
安
倍
外
交
は
『
戦
後
処
理
問
題
』
を
解
決
し
つ
つ
あ
る



はじめに

iii

か
？
」

（
３
）　

永
井
均
・
広
島
平
和
研
究
所
教
授
「
勝
者
の
裁
き
、
敗
者
の
裁
き
―
―
第
二
次
大
戦
後
の
戦
犯
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
側

の
対
応
」

（
４
）　

竹
本
真
希
子
・
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
戦
後
ド
イ
ツ
」

（
５
）　

湯
浅
剛
・
広
島
平
和
研
究
所
教
授
「
日
ロ
関
係
の
展
開
」

　

こ
れ
ら
の
講
義
・
講
演
を
も
と
に
、
本
書
は
Ⅲ
部
構
成
に
編
集
し
た
。
各
部
の
概
要
と
章
立
て
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
部　

戦
争
の
非
人
道
性
を
ど
う
裁
く
か

　
【
概
要
】　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
七
〇
年
が
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
世
界
各
地
で
様
々

な
規
模
の
武
力
紛
争
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
無
垢
の
一
般
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
て
死
傷
す
る
こ
と

も
後
を
絶
た
な
い
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
兵
器

お
よ
び
戦
闘
手
段
を
規
制
し
て
戦
争
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
国
際
人
道
法
な
ど
の
法
制
度
や
、

戦
争
犯
罪
等
を
裁
く
た
め
の
様
々
な
国
際
刑
事
裁
判
の
制
度
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
第
Ⅰ
部
で
は
戦
争
の
非
人
道
性
を
裁
く
と
い
う
課
題
の
う
ち
、
国
際
刑
事
法
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
、
国
際
刑
事
裁
判
所
、
国
際
人
道
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
る
。
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【
章
立
て
】　

タ
イ
ト
ル
と
筆
者
、
も
と
の
講
義
は
次
の
と
お
り
。

第
１
章　

国
際
刑
事
法
の
発
展
の
歴
史
（
福
井
康
人
）（
①
―（
２
））

第
２
章　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
起
草
過
程
に
み
る
虚
と
実
―
―
国
際
正
義
と
主
権
尊
重
の
狭
間
で
（
吉
川
元
）（
①
―（
１
））

第
３
章
／
第
４
章　

核
兵
器
使
用
と
戦
争
犯
罪
―
―
戦
争
犯
罪
処
罰
に
至
る
ま
で
の
国
際
法
上
の
関
門
（
上
）（
下
）（
真
山
全
）（
①
―

（
４
））

第
５
章　

国
際
人
道
法
と
は
（
小
池
政
行
）（
①
―（
３
））

　

第
Ⅱ
部　

日
本
の
戦
争
の
非
人
道
性

　
【
概
要
】　

旧
日
本
軍
が
引
き
起
こ
し
た
、
満
州
事
変
に
始
ま
る
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」

は
、
様
々
な
意
味
で
非
人
道
性
に
満
ち
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
た
陸

軍
エ
リ
ー
ト
の
戦
争
シ
ナ
リ
オ
と
、
化
学
兵
器
開
発
を
取
り
上
げ
、
問
題
点
を
考
え
る
。

　
【
章
立
て
】　

タ
イ
ト
ル
と
筆
者
、
も
と
の
講
演
・
講
義
は
次
の
と
お
り
。

第
６
章　

満
州
事
変
と
「
一
夕
会
」（
川
田
稔
）（
②
）

第
７
章　

生
物
・
化
学
兵
器
と
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
兵
器
（
水
本
和
実
）（
①
―（
５
））
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第
Ⅲ
部　

戦
後
処
理
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
【
概
要
】　

戦
争
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
後
始
末
が
つ
け
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
問
い
を
、
日
本
が
最
後
に

行
っ
た
戦
争
に
当
て
は
め
る
と
き
、
そ
れ
は
途
方
も
な
い
難
題
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
思
い
知
ら

さ
れ
る
。
総
力
戦
の
果
て
に
国
家
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
講
和
・
賠
償
、
領
土
の
返
還

交
渉
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
は
国
家
だ
け
で
な
く
、
従
軍
し
た
兵
士
や
、
被
害
を
受
け
た
一
般
の

国
民
に
も
及
ぶ
。
戦
後
処
理
と
は
単
に
歴
史
上
の
問
題
で
は
な
く
、
現
代
の
政
治
的
課
題
で
あ
り
続
け
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
光
を
当
て
る
べ
く
、
日
本
と
対
比
し
う
る
事
例
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
戦
後
処
理
の
あ

り
方
、
戦
争
被
害
受
忍
論
と
戦
後
補
償
制
度
、
そ
し
て
現
在
進
行
中
の
問
題
と
し
て
安
倍
政
権
に
よ
る
戦

後
処
理
問
題
の
扱
い
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　
【
章
立
て
】　

タ
イ
ト
ル
と
筆
者
、
も
と
の
講
義
は
次
の
と
お
り
。

第
８
章　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
戦
後
ド
イ
ツ
（
竹
本
真
希
子
）（
③
―（
４
））

第
９
章　

戦
争
被
害
受
忍
論
と
戦
後
補
償
制
度
（
直
野
章
子
）（
③
―（
１
））

第
10
章　

安
倍
外
交
は
「
戦
後
処
理
問
題
」
を
解
決
し
つ
つ
あ
る
か
？
《
講
演
録
》（
東
郷
和
彦
）（
③
―（
５
））


